
(1)令和5年5月 20日発行 (第61号 )

バ島0■盗碁罐亀
発 行

〒381‐ 35彗2織台華露葉X豊見毬丁目導載‐1

t菫 裁轟等学校躍窓会

丁壼L'F∴X278‐學043(靭窓会室)

TEi… 2ザ :‐44丁 [(学  i岐 )

霞澤 堀:

(華〕薫クトヽ・菫―‐素'Lメーi′ 巻ン

題字は故 三浦 尚氏 (中 2回生)

■鰈餘

現 生の活躍
令和4年 も新型コロナが猛威を振るう1年 ではありましたが、仙高生はみな「負けてたまるか」と

各部とも頑張っています。今回は1面で現役生、8面で同窓生代表の活躍をご紹介します。

A文芸部 1よ第37回全国高等学校文芸コンクールで
奨励賞を受賞
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▲軟式野球部 1ま第34回秋季東北地区高校軟式野球

大会で優勝
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▲演劇部 |よ東北地区高等学校演劇発表会で2年連続 ▲剣道部の武藤凛さんは宮城県高等学校新入剣道

の優良賞                    大会で優勝
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(第61号 ) (2)

コ
爾
ナ
禍
を
越
え
て

先
日
卒
業
し
た

７５
回
生

は
、感
染
拡
大
に
よ
り
入
学

が
２
ヶ
月
遅
れ
る
な
ど
大
き

な
影
響
を
受
け
た
生
徒
た

ち
で
し
た
が
、充
実
し
た
学

校
生
活
を
持
続
す
る
た
め

に
１
人
ひ
と
り
が
何
を
す

る
べ
き
か
を
よ
く
理
解
し
、

工
夫
し
な
が
ら
災
厄
を
乗

り
越
え
ま
し
た
。

こ
の
先
、
こ
の
世
代
だ
か

ら
こ
そ
持
つ
通
し
さ
で
、
複

雑
多
様
で
変
化
の
早
い
社

会
に
お
い
て
も
活
躍
し
て
く

れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

皆
様
に
は
今
後
と
も
母

校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え

と
激
励
を
賜
り
ま
す
よ
う

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
頃
よ
り
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
て
ゴ

ロ
ナ
禍
も
３
年

校
長
　
岩
井
　
誠

を
過
ぎ
、
こ
こ
に
来
て
漸
く

終
息
の
兆
し
が
見
え
て
ま
い

り
ま
し
た
。
学
校
に
お
い
て

も
４
月
か
ら
は
マ
ス
ク
等
の

制
限
が
緩
和
さ
れ
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
平
時
の
対
応
に

向
か
う
予
定
で
す
。

有
意
義
な
時
間
を

総
会
と
懇
親
会
は
分
離
開

催
と
な
り
ま
す
が
、秋
に
は

懇
親
会
も
実
施
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

会
報
に
つ
い
て
も
従
来
通

り
６
月
初
旬
に
お
届
け
致

し
ま
す
。

お
届
け
致
し
ま
す
の
は

昨
年
度
の
会
費
を
納
入
頂

い
た
方
の
み
に
な
り
ま
す
の

で
御
注
意
下
さ
い
。

同
窓
会
活
動
を
支
え
る

為
に
も
是
非
会
費
納
入
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
季
節
に
な
る
と
６０
年

前
の
入
学
当
時
を
思
い
出

し
ま
す
。

新
入
生
に
は
有
意
義
な

時
間
を
過
ご
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

母
校
仙
台
高
校
は
新
入

生
を
迎
え
活
気
に
溢
れ
て

お
り
ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
生
の
皆

様
に
は
ご
支
援
を
賜
り
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
長

鵜
藤
　
吉
男

昨
年
も
前
年
同
様
に
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
同
窓
会
活
動

は
制
約
を
受
け
る
事
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
も
、従
来

の
活
動
に
近
づ
け
て
参
り
ま

す
。

昨
年

６
月

１８
日
に
、令

和
４
年
度
の
総
会
が
仙
台

高
校
会
議
室
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

事
業
報
告

・決
算
報
告

に
続
き
、
役
員
改
選
で
は
、

新
た
に
５１
回
生
の
深
谷
晃

佑
さ
ん
と
５４
回
生
の
猪
又

隆
広
さ
ん
が
副
会
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
と
予
算
案
の
中

で
は
、
沼
波
育
成
会
基
金

の
対
象
者

が

３０
名
を

下

回

っ
た
場
合
、
残
金
を
教

育
振
興
会
に
寄
付
す
る
こ

と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

懇
親
会

に
関
し
て
は
、

１０
月
２９
日
に
計
画
し
て
い

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
度
よ
り
会

費
納
入
の
方
の
み
に
会
報

を
発
送
す
る
こ
と
の
確
認

が
さ
れ
ま
し
た
。

・一．．一一一・　　　　一磋漑魃囀螂一

今年こそ集ま|り ましょう
、  1

訳 鯰
餡
疵
颯
夕
鶉
鉤

ご
案
内
は
こ
の
会
報
が
届
い
た
方
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
知
り
合
い
で
懇
親
会
に
参
加
し
た
い
が
会
報
が
届
い
て
い
な
い
と

い
う
方
が
お
い
で
で
し
た
ら
、
同
窓
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
お

話
し
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
で
昨
年
度
の
会
費
の
振
込
が
確
認
で
き

た
時
点
で
、
今
年
の
会
報
と
同
窓
会
会
費
・懇
親
会
の
振
込
用
紙

を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
懇
親
会
費
を
値
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
許
し
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
別
刷
り
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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令和 4年度事業報告・令和 5年度事業計画:こつもヽて

令和4年度事業報告

令和4年

4月 9日 (土)     会計監査

4月 9日 (土)     幹事会

5月 19日 (本)～ 23日 (月)同窓会報発送作業

6月 18日 (土)    総 会

8月 27日 (土)    第1回役員会

11月 26日 (土)    第2回役員会(書面開催)

4月 8日 (土)     会計監査

4月 8日 (土)     幹事会

5月 16日 (火)～ 18日 (本)同窓会報発送作業

6月 10日 (土)    総 会

6月 22日 (本)    発祥の地記念碑清掃

8月 26日 (土)    第1回役員会

10月 14日 (土)    懇親会

11月 22日 (水)    発祥の地記念碑清掃

11月 25日 (土)    第2回役員会

令和6年

令和 5年度事業計画 (案)

令和5年

2月 10日 ∈量)

2月 24日 (土 )

2月 29日 (木 )

3月 1日 化針)

令和 5年

2月 18日 (土 )

2月25日 (土 )

2月28日 (火 )

三役会

第3回役員会

同窓会入会式

三役会

第3回役員会

同窓会入会式

仙高76回生卒業式
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大
容
房
之
助
先
生
遺
編
集

本
・ア
マ
ゾ
ン
に
て
上
巻
２

８
０
円
、下
巻
１
８
０
円
）。

大
谷
房
之
助
校
長
は
、
１

９
７
４

（
昭
和
磐

）
年
に
京

都
か
ら
招
聘
さ
れ
、共
学
１

期
生
の
卒
業
を
見
届
け
た

上
で
、
西
方
教
頭
に
後
任
を

託
す
形
で
１
９
７
８
年
６

月
に
依
願
退
職
、
再
び
京
都

に
戻
ら
れ
た
校
長
先
生
で

ｔ
大
谷
先
生
を
慕
う
本
校

教
職
員
の
手
で
、随
筆
集
「仙

台
に
て
」
（１
９
７
９
年
）。追

悼
集
「
大
谷
先
生
の
こ
と
」

（１
９
９
５
年
）が
す
で
に
上

梓
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

板
見
先
生
が
大
谷
先
生

の
奥
様
よ
り
ご
提
供

い
た

だ
き
、
２
０
１
７
年
に
刊
行

し
た
の
が
、
今
回
の
電
子

ブ
ッ
ク
の
元
と
な
る
書
籍

版
論
文
集
「鎮
（し
づ
）も
れ

る
塔
―

大
谷
房
之
助
遺

文
「
」
で
す
。

内
容
は
、
上
巻
は
、
「
三

島
事
件
」
と
「
陽
明
学
」
と

の
軸
を
模
索
し

つ
つ
江
戸

思
想
を
組
解
く

ク
思
想

篇
ク
。
下
巻
は
、
「和
泉
式
部

日
記
」
な
ど
平
安
文
学
を

踏
ま
え
た
男
女
の
深
い
闇

を
穿

っ
た

ク
文
学
魔届
ク
と

な

っ
て
お
り
ま
す
。

仙
台
高
校
共
学
化
の
扉

を
開
い
た
大
谷
房
之
助
先

生
の
遺
稿
集
が
電
子
ブ

ッ

ク
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
本

校
元
教
論
の
板
見
潤

一
先

生
か
ら
お
知
ら
せ
い
た
だ

き
ま
し
た
。

電
子
ブ

ッ
ク
の
タ
イ
ト

ル
は
、
「
大
谷
房
之
助
著
作

集
」
上
下
（ｋ
ｉ

ｎ
ｄ
ｌ

ｅ

神
圏
先
生
を
偲
ん
で

昨
年

１１
月
に
、第

１２

代
校
長
神
圏
卓
郎
先
生

（高
１０
回
）
の
計
報
が
届

き
ま
し
た
。

神

圏
先
生

は
、
平
成

９
年
か
ら
３
年
間
校
長

先
生
を
勤
め
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
時
代
は
仙
台
高

校
が
最
も
脚
光
を
浴
び

た
時
代
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。

平
成

１０
年
に
は
、硬

式
野
球
部
初
の
甲
子
園

出
場
、吹
奏
楽
部
の
ア
メ

リ
カ
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
で
演
奏
。

平
成
１１
年
に
は
、
男

子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
が
初
の
ウ
ィ
ン
タ
ー

カ
ッ
プ
優
勝
と
仙
台
高

校
が
輝
き
注
目
さ
れ
た

時
代
で
し
た
。

勿
論
そ
の
陰
に
は
、

神
圏
先
生
の
生
徒
に
対

す
る
惜
し
み
な
い
愛
情

と
数

々
の
ご
苦
労
が

あ

っ
た
に
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

退
職
後
も
、教
育
振

興
会
の
理
事
長
に
就
任

さ
れ
、在
校
生
の
留
学
等

に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。令
和
３
年
に
挙
行
さ

れ
た
絆
周
年
記
念
式
典

で
は
、校
長
先
生
代
表
と

し
て
登
壇
さ
れ
、お
元

気

な
姿
を
見

せ

て

い

た
だ
き
ま
し
た

の
に
、

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
仙
台
高

校
を
見
守

っ
て
い
て
く

だ
さ
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

（合
掌
）

ま
た
、
戦
時
中

の
学

制

変

更

（５
年
↓
４

年
制
）
に
よ
り
１
回
生

よ
り

２
週
間
早
く
動

員
先

の
川
崎

で
卒
業

を
迎
え
ま
し
た
。

事
業

し

て
か
ら
発

年
後

に
改
め
て
卒
業

式
が
行
わ
れ
た
そ
う

で
す
。

一
昨
年

に
発
刊
し

た
仙
台
高
校

８０
周
年

記
念
誌
に
は
貴
重
な

資
料
を
快
く
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。・

こ
こ
に
謹

ん
で
感

謝
と
哀
悼

の
意
を
表

し
ま
す
。

高
橋
先
輩
を
偲
ん
で

さ
る
１２
月
、
高
橋
昭

様
が
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
高
橋
様
は
平
成

６
年
度
よ
り
６
年
間
、

同
窓
会
長
と
し
て
、
ま

た
事
あ
る
ご
と
に
仙

台
高
校
発
展

の
た
め

に
ご
尽
力
く
だ
さ

い

ま
し
た
。

仙
中

２
回
生

は
入

学
後

に
招
集
訓
練

や

集
団
勤
労
作
業
な
ど

の
国
策
行
事

に
翻
弄

さ
れ
て
学
業
も
ま
ま

な
ら
ず
、

１２
月
の
対
米

宣
戦
に
よ
り
戦
争
遂

行
に
駆
り
出
さ
れ
、
川

崎
市

の
工
場
勤
労
動

員
と
空
襲
、
と

い
う
筆

舌
に
尽
く
し
が
た

い

学
生
時
代
を
過
ご
さ

れ
ま
し
た
。

沼
渡
育
成
会
奨
学
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

沼
波
勇

一
様

（中
５
回
）か
ら

の
寄
付
金
を
基
金
と
し
て

「沼

波
育
成
会
」を
運
営
し
て
参
り
ま

し
た
が
、
３
月
を
も

っ
て

「沼
波

育
成
会
」
に
よ
る
奨
学
金
事
業
は

終
了
致
し
ま
し
た
。

沼
波
育
成
会
は
平
成
％
年
よ
り

１０
年
間
に
わ
た
り
の
べ
閣
名
の

後
輩
た
ち
に
教
育
資
金
を
支
給

し
て
参
り
ま
し
た
。

育
成
会
の
終
了
に
あ
た
り
、残

金
に
つ
い
て
は
沼
波
様

の
ご
意

思
を
考
慮
し
て
奨
学
金
支
給
事

業
を
行
う

「仙
台
高
等
学
校
教

育
振
興
会
」
に
寄
付
致
し
ま
し
た
。
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